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昭
和
二
十
九
年
に
藤
岡
市
が
誕
生
し
て

か
ら
六
十
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

六
十
周
年
記
念
事
業
で
は
、一
昨
年
の
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
か
ら
は
じ
ま
り
、
各
種
団
体
の

代
表
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
市
民
の
方

か
ら
、
ア
イ
デ
ア
や
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
、「
堀
越
二
郎
氏
の
軌
跡
展
」「
花
火
大

会
」「
市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
式
典
」な

ど
、多
く
の
事
業
を
盛
会
に
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
大
勢
の

市
民
の
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

日
本
そ
し
て
地
方
は
、
人
口
減
少
と
超

高
齢
化
社
会
の
到
来
な
ど
、
難
し
い
時
代

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
情
勢

の
中
で
も
明
る
い
未
来
を
創
る
た
め
、こ
れ

か
ら
も
市
民
と
行
政
の
連
携
を
一
層
強
く

し
、
住
民
の
生
活
を
し
っ
か
り
と
守
り
な
が

ら
、
地
域
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
が
輝
き
、
市
民
の
誰
も
が

喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

け
る
ま
ち
を
、
皆
さ
ま
と
一
緒
に
創
っ
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

市
民
が
創
り
輝
く

や
さ
し
い
藤
岡
を
目
指
し
て

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

特集
世界文化遺産「高山社跡」     2
ふじおかの宝が世界の宝物に 
祝・世界文化遺産　「高山社跡」
ふじおかニュース    8
世界遺産登録記念フェスティバル
藤岡市制施行60周年記念式典
チャレンジサイクリングフェスタ
市制施行60周年記念花火大会
ふじおかフェスタ2014
上州藤岡蚕マラソン
市民活動フェスティバル
健康福祉祭
子どもまつり
桜山まつり
ふじおかトーク    18
市民とともに歩む　ふじおかの未来
ふじおかシーズン    20
春、らんまん。
夏、さわやか。
秋、いろづく。
冬、ひんやり。
ふじおかパーソン    24
３つの物語～藤岡歴史人物ストーリー
ふじおかトラディショナル    26
先人から受け継ぐ伝統と熱き魂
ふじおかヒストリー    30
60年のあゆみ

藤岡市長

新井利明



特集　世界文化遺産「高山社跡 」

グラフふじおか　市制施行60周年記念号　0203　

ふ
じ
お
か
の
宝
が
世
界
の
宝
物
に

祝
・
世
界
文
化
遺
産

「
高
山
社
跡
」

日
本
近
代
養
蚕
法
の
標
準
「
清
温
育
」
の
発
祥
の
地
・
高
山
社
跡
は
、

藤
岡
市
民
の
誇
り
で
あ
る
と
と
も
に
、

世
界
の
絹
産
業
の
発
展
と
絹
の
大
衆
化
を
も
た
ら
し
た

歴
史
的
遺
産
で
す
。

平
成
26
年
６
月
、「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
と
し
て
、

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
、

ふ
じ
お
か
の
宝
物
は
、
日
本
、

そ
し
て
、
世
界
の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

生
糸
の
大
量
生
産
を
実
現
し

絹
産
業
の
発
展
に
貢
献

　

平
成
26
年
６
月
25
日
、ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産

業
遺
産
群
」は
、
長
い
間
生
産
量
が
限
ら
れ
て

い
た
高
品
質
生
糸
の
大
量
生
産
を
実
現
し
、
絹

産
業
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
遺
産
で
す
。

　

富
岡
市
の
「
富
岡
製
糸
場
」、
伊
勢
崎
市
の

「
田
島
弥
平
旧
宅
」、
本
市
の
「
高
山
社
跡
」、

下
仁
田
町
の
「
荒
船
風
穴
」の
４
資
産
で
構
成

さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
が
技
術
革
新
の
場
と
し
て
発

展
し
、
か
つ
て
一
部
の
特
権
階
級
の
も
の
で

あ
っ
た
絹
を
世
界
中
の
人
々
に
広
め
、
高
級
繊

維
を
身
近
な
存
在
に
変
え
ま
し
た
。

日
本
の
近
代
養
蚕
法
の
標
準

「
清
温
育
」を
開
発
し
た
場

　

市
街
地
か
ら
県
道
下
日
野
・
神
田
線
を
椚

山
方
面
へ
車
を
走
ら
せ
る
と
、
世
界
遺
産
「
高

山
社
跡
」が
見
え
て
き
ま
す
。
静
か
な
山
あ
い

に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
の
が
、
江
戸

時
代
後
期
に
建
築
さ
れ
た
長
屋
門
。
そ
し
て
、

そ
の
門
の
向
こ
う
に
あ
る
の
が
、
高
山
長
五
郎

の
生
家
で
あ
り
、
高
山
社
発
祥
の
地
と
な
っ
た

母
屋
兼
蚕
室
で
す
。

　

高
山
社
は
、
長
五
郎
が
確
立
し
た
養
蚕
法

「
清
温
育
」を
全
国
に
広
め
る
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
養
蚕
技
術
の
教
育
機
関
で
す
。
高
山
社

は
、
こ
の
蚕
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
や
が
て
、

全
国
62
か
所
に
ま
で
拡
大
。
約
４
万
人
の
社
員

と
１
２
０
０
人
の
生
徒
を
抱
え
る
大
き
な
養

蚕
技
術
の
教
育
機
関
と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

養
蚕
農
家
を
助
け
た
い
！

高
山
社
は
そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た

　

昔
、
蚕
の
飼
育
は
「
お
天
気
ま
か
せ
」「
神

様
仏
様
頼
み
」と
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
難
し
い

も
の
で
し
た
。
と
く
に
、「
白

は
っ
き
ょ
う
び
ょ
う

彊
病
（
別
名
コ

シ
ャ
リ
）」と
い
う
蚕
の
病
気
が
発
生
す
る
と
、

丹
精
こ
め
て
育
て
た
蚕
が
全
滅
し
て
し
ま
う

な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
養
蚕
は
、

江
戸
時
代
か
ら
農
家
の
重
要
な
収
入
源
。そ
れ

だ
け
に
、
蚕
の
不
出
来
に
苦
し
む
農
家
が
多

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿
を
見
て
幼
少

期
を
過
ご
し
た
の
が
長
五
郎
で
す
。
養
蚕
を
し

て
い
た
長
五
郎
の
祖
母
も
ま
た
、
突
然
や
っ
て

く
る
コ
シ
ャ
リ
と
い
う
目
に
見
え
な
い
敵
に
泣

く
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

養
蚕
農
家
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
よ
う
に
、

そ
ん
な
思
い
で
、
長
五
郎
は
養
蚕
法
の
研
究
に

励
み
ま
し
た
。
自
ら
養
蚕
を
始
め
、
コ
シ
ャ
リ

の
た
め
に
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、「
清
温

育
」の
基
礎
と
な
る
温
湿
度
管
理
と
換
気
に
よ

る
飼
育
法
の
研
究
を
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

長
五
郎
は
そ
の
研
究
成
果
を
養
蚕
農
家
に
惜

し
み
な
く
教
え
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
よ
り

良
い
養
蚕
法
を
求
め
、ひ
た
す
ら
研
究
を
続
け
た

の
で
す
。

　
「
清
温
育
」は
、
蚕
室
内
の
温
湿
度
管
理
を

細
か
く
行
い
、蚕
の
快
適
な
生
育
環
境
の
維
持

を
重
視
し
ま
し
た
。
今
も
残
る
蚕
室
は
、
通
風

の
た
め
に
障
子
が
大
き
く
開
く
事
や
、屋
根
に

熱
を
逃
が
す
た
め
の
天
窓
が
あ
る
な
ど
、
清
温

育
を
行
う
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
模
範

的
蚕
室
と
し
て
こ
こ
で
学
ん
だ
養
蚕
農
家
に

強
い
印
象
を
与
え
ま
し
た
。

特
集 

世
界
文
化
遺
産
「
高
山
社
跡
」
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近
代
的
な
養
蚕
法
「
清
温
育
」を
全
国
へ

普
及
指
導
し
た
高
山
社
の
創
立
者
で
す
。
長

五
郎
は
18
歳
で
家
を
継
ぎ
、
名
主
と
な
り
ま

し
た
。
幼
い
頃
か
ら
養
蚕
の
不
出
来
に
苦
し

む
農
民
の
姿
を
見
続
け
て
き
た
長
五
郎
は
25

歳
の
時
、養
蚕
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。試
行

錯
誤
の
中
か
ら
確
立
し
た
の
が
「
清
温
育
」で

す
。
長
五
郎
は
そ
の
養
蚕
技
術
を
分
け
隔
て

な
く
教
え
る
養
蚕
教
育
機
関
高
山
社
を
設
立
。

そ
の
２
年
後
、志
半
ば
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
高
山
長
五
郎
の
「
国
利
民
福
」と
い
う
遺
志

を
継
ぎ
、
高
山
社
二
代
目
社
長
と
な
り
ま
し

た
。弱
い
人
の
た
め
に
尽
く
す
「
救
世
済
民
」

を
座
右
の
銘
と
し
た
菊
次
郎
は
、積
極
的
な
行

動
力
と
優
れ
た
判
断
力
を
生
か
し
、
明
治
34

年
、明
治
時
代
で
は
全
国
で
唯
一
の
私
立
甲
種

学
校「
私
立
甲
種
高
山
社
蚕
業
学
校
」を
創
立
。

社
員
制
度
、優
秀
な
卒
業
生
を
全
国
に
派
遣
し

指
導
に
あ
た
ら
せ
る
授
業
員
制
度
、分
教
場
制

度
等
の
事
業
を
整
備
拡
充
し
ま
し
た
。

「
清
温
育
」確
立

藤
岡
か
ら
全
国
へ
、ア
ジ
ア
へ

　

繭
の
品
質
、
糸
の
質
な
ど
の
研
究
も
行
い
、

よ
う
や
く
確
立
さ
せ
た
の
が
「
清
温
育
」で
す
。

当
時
、
主
流
だ
っ
た
換
気
を
重
視
し
た
「
清
涼

育
」と
、蚕
室
を
暖
め
て
飼
育
す
る
「
温
暖
育
」

の
長
所
を
取
り
入
れ
、蚕
室
の
温
度
調
整
や
換

気
を
行
う
も
の
で
、
明
治
17
年
（
１
８
８
４
）、

清
温
育
の
普
及
の
た
め
、長
五
郎
は
自
宅
に
養

蚕
改
良
高
山
社
を
つ
く
り
、
養
蚕
飼
育
法
の
指

導
を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
長

五
郎
は
54
歳
。
25
歳
で
養
蚕
法
の
研
究
を
始
め

て
か
ら
30
年
近
い
歳
月
を
か
け
、
養
蚕
技
術
の

教
育
機
関
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

長
五
郎
は
全
国
各
地
か
ら
集
ま
る
生
徒
に
格

安
で
分
け
隔
て
な
く
、
清
温
育
の
技
術
を
教
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）、

長
五
郎
は
56
歳
の
道
半
ば
で
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
愛
弟
子
で
あ
る
町
田
菊
次
郎
に

「
清
温
育
を
全
国
に
伝
え
、
蚕
業
の
改
良
を

図
っ
て
、
国
利
民
福
を
増
進
し
な
さ
い
」と
い

う
言
葉
を
残
し
た
と
い
い
ま
す
。「
国
利
民
福
」

は
、
人
生
の
大
半
を
か
け
養
蚕
法
の
確
立
に
取

り
組
み
、そ
の
研
究
成
果
を
惜
し
み
な
く
教
え

た
長
五
郎
の
人
生
を
物
語
る
言
葉
で
す
。

　

長
五
郎
か
ら
高
山
社
を
託
さ
れ
た
菊
次
郎

は
、明
治
34
年
（
１
９
０
１
）、明
治
時
代
で
は

全
国
で
唯
一
の
私
立
甲
種
学
校
の
「
私
立
甲
種

高
山
社
蚕
業
学
校
」を
創
立
し
ま
し
た
。
養
蚕

技
術
の
ほ
か
、一
般
教
養
も
教
え
た
高
山
社
蚕

業
学
校
に
は
、北
は
北
海
道
、南
は
九
州
、さ
ら

に
、
朝
鮮
や
中
国
か
ら
も
多
く
の
生
徒
が
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
清
温
育
」は
全
国
標
準

の
養
蚕
法
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

絹
の
ま
ち
・
藤
岡

高
山
社
跡
を
核
に
広
が
る

　大正時代の蔵を利用した観光案内施設です。平成
25年６月、街中の活性化を目的に、中央通り商店街
に誕生しました。高山社跡や市内観光の情報を発信し
ているほか、藤岡の名産や絹関連の小物を販売するお
土産コーナーもあります。また、休憩スペースはイベ
ントスペースとして開放。藤岡北高の生徒が開発した
高山社跡にちなんだスイーツを販売するイベントな
ど、さまざまな団体に利用されています。

　平成20年に会を発足して以来、
高山社の歴史を学ぶと同時に、その
日本の絹産業発展に寄与した高山社の功績を史料に
まとめるなど、高山社の価値を伝える活動をしてい
ます。「高山社の価値とは、『みんなで豊かになろう』
と、人々に技術を分け隔てなく教え伝えたこと」と
話すのは会長の小坂裕一郎さん。今後も、高山社跡
を訪れる人々に、「みんなで豊かになろう」という高
山社の心を持ち帰ってもらえるような活動をしてい
きたいと話しています。

　平成25年、市内で活動していた３
つのまゆクラフトグループが一緒に
なり、まゆ花の会として活動を開始。
高山社や養蚕の歴史を勉強しながら、
まゆクラフトづくりや座繰り実演、自主的に高山社跡
の掃除などをしています。「高山社跡とつながりを
持ったことで、人の輪も作品も広がった」と話すのは
会長の沢入千賀子さん。まゆクラフト作品や座繰り実
演を通して人々と交流を図り、高山長五郎と高山社跡
の素晴らしさを伝えていきたいと話しています。

町
田
菊
次
郎

高
山
長
五
郎

座
右
の
銘
「
救
世
済
民
」

座
右
の
銘
「
国
利
民
福
」

まゆダーマン

会遊亭

高山社を考える会
まゆ花の会

　さまざまなイベントに登場するた
び、子どもたちに大人気のまゆダーマ
ンは平成22年から、上州ふじおか絵巻
の会のメンバーとともに、藤岡市の養
蚕の歴史と文化をPRしようと活動して
います。平成25年には、高山社跡世界遺
産登録推進キャラクターに公認され、「ま
ゆダーマン体操」や「まゆダーマン紙芝
居」などを通じて、藤岡の歴史を子ども
たちにわかりやすく伝えています。
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遺
産
登
録
の
瞬
間
を
祝
お
う
と
、
多
く
の
市
民

が
集
ま
り
ま
し
た
。特
設
ス
テ
ー
ジ
に
は
、く
す

玉
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
横
に
は
、
カ
タ
ー
ル
・

ド
ー
ハ
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
行
わ
れ
て
い
る
世

界
遺
産
会
議
の
よ
う
す
が
流
れ
る
モ
ニ
タ
ー
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。

 

午
後
３
時
開
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
開
始

　

午
後
３
時
、
い
よ
い
よ
開
会
で
す
。
藤
岡
市

民
６
万
８
千
人
が
待
ち
に
待
っ
た
高
山
社
跡
の

世
界
遺
産
登
録
の
夢
が
達
成
で
き
る
瞬
間
が
刻

一
刻
と
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
登
録
決
定
ま
で
の

間
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
審
議
の

よ
う
す
を
見
守
り
な
が
ら
、
最
後
の
応
援
を
届

け
ま
す
。

　

ド
ー
ハ
審
議
は
英
語
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
同
時
通
訳
を
介
し
、
審
議
状
況
が
知

ら
さ
れ
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
道
の
り

　

高
山
社
跡
を
含
む
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
」が
世
界
遺
産
推
薦
候
補
に
正
式
決
定

し
た
の
は
、平
成
24
年
８
月
23
日
の
こ
と
で
す
。

同
年
９
月
25
日
、
国
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

午
後
４
時
32
分
、審
議
ス
タ
ー
ト

午
後
４
時
55
分
、歓
喜
に
わ
く

 　

午
後
４
時
32
分
、「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業

遺
産
群
」の
新
規
世
界
遺
産
登
録
審
議
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
勧
告
内
容
及

び
審
議
対
象
の
概
要
説
明
の
場
面
で
は
、「
富
岡

製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」の
紹
介
写
真
が
画

面
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
高
山
社
跡
の
番
に

な
る
と
、会
場
か
ら
「
わ
ぁ
！
」と
い
っ
た
喜
び

の
声
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
目
の
前
に
あ
る
高
山
社

跡
の
写
真
が
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
緊
張

が
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
に
よ
る
審
議
で
は
、ユ
ネ
ス
コ
委
員

が「
支
持
」、「
不
支
持
」を
表
明
し
て
い
き
ま
す
。

「
支
持
」、「
支
持
」、「
支
持
」と
、
す
べ
て
の
委

員
か
ら
支
持
が
表
明
さ
れ
る
と
、
４
時
55
分
、

議
長
が
裁
決
を
行
い
、
全
会
一
致
で
「
富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」の
世
界
文
化
遺
産
登

録
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

万
歳
三
唱
、く
す
玉
割
り

喜
び
に
あ
ふ
れ
る
特
設
会
場

　

世
界
遺
産
登
録
決
定
が
決
ま
る
と
同
時
に
、

会
場
は
歓
喜
の
声
に
わ
き
ま
し
た
。
特
設
ス

テ
ー
ジ
に
は
、新
井
利
明
市
長
、冬
木
一
俊
市
議

会
議
長
、
高
山
社
を
考
え
る
会
の
小
坂
裕
一
郎

会
長
が
あ
が
り
、
小
坂
会
長
の
発
声
で
万
歳
三

唱
が
行
わ
れ
、高
山
社
跡
に
「
バ
ン
ザ
ー
イ
」の

掛
け
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
美
九

里
西
小
学
校
児
童
会
の
児
童
た
ち
、
ま
ゆ
ダ
ー

マ
ン
が
加
わ
り
、ス
テ
ー
ジ
上
に
あ
っ
た
く
す

玉
が
割
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
は
鳴
り
止
ま
な
い

拍
手
で
大
盛
り
上
が
り
。
世
界
遺
産
登
録
の
喜

び
を
会
場
に
い
た
約
２
５
０
人
の
関
係
者
や
市

民
で
味
わ
い
ま
し
た
。

午
後
２
時
30
分
受
付

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
市
民
が
集
結

　

平
成
26
年
６
月
21
日
、
運
命
の
日
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。こ
の
日
は
、ユ
ネ
ス
コ
第
38
回
世
界

遺
産
委
員
会
の
世
界
遺
産
会
議
に
お
い
て
、「
富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
か
否
か
が
決
定
す
る
大
事
な

日
。
世
界
遺
産
を
目
指
し
、
高
山
社
跡
を
応
援

し
て
き
た
市
民
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
日

で
す
。

　

高
山
社
跡
に
設
け
ら
れ
た
特
設
会
場
に
は
、

午
後
２
時
30
分
の
受
付
開
始
と
と
も
に
、
世
界

セ
ン
タ
ー
へ
世
界
遺
産
推
薦
書
暫
定
版
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

そ
の
１
年
後
で
あ
る
平
成
25
年
９
月
26
日
、

ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
の
一
つ
、イ
コ
モ
ス
（
国

際
記
念
物
遺
跡
会
議
）の
調
査
員
が
高
山
社
跡

へ
調
査
に
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
調
査
員
の
祖
父

は
、な
ん
と
高
山
社
で
養
蚕
を
学
ん
だ
卒
業
生
。

高
山
社
の
教
え
・
技
術
は
中
国
の
養
蚕
農
家
に

ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

イ
コ
モ
ス
の
現
地
調
査
か
ら
７
か
月
後
の
同
26

年
４
月
26
日
、
イ
コ
モ
ス
か
ら
世
界
遺
産
一
覧

表
へ
の
「
記
載
」が
適
当
と
の
勧
告
が
出
さ
れ

ま
し
た
。そ
し
て
、同
年
６
月
21
日
、運
命
の
日

を
迎
え
た
の
で
す
。

６
月
21
日 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

世
界
遺
産
登
録
決
定
の
瞬
間
！

新井市長、冬木市議会議長、小坂会長、美九里西小児童、まゆダーマンによるくす玉割り

喜びにあふれる会場 歓喜の声にわく会場

懸垂幕が掲げられた高山社跡 美九里西小児童が作文を披露
画面に高山社跡の写真が映し出されまし
た。いよいよ審議開始です

審議のようすを見守ります

万歳三唱。大きな声が響きました

高山社跡に設置された特設ステージ

受付開始とともに多くの市民が詰め掛けました

パブリックビューイングで最後の応援

祝・世界遺産
ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク

世界遺産とは
　1972年の第17回ユネスコ総会で
採択された世界遺産条約（世界の文化
遺産及び自然遺産の保護に関する条
約）に基づいて世界遺産リストに登録
された自然・文化遺産です。遺跡、景観、
自然など国や民族を越えて共有すべき
「顕著で普遍的な価値」をもつ人類共
通の財産です。2014年６月現在で世
界中から1007件が選ばれており、日
本には18件あります。
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シンポジウムや演奏会など
喜びでいっぱいの市民祝祭イベント！

世界遺産登録記念フェスティバル

　

平
成
26
年
10
月
５
日
、「
世
界
遺
産
登
録
記

念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
み
か
ぼ
み
ら
い
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
高

山
社
跡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
記
念
す
る

祝
祭
イ
ベ
ン
ト
で
、
全
館
を
使
っ
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
演
奏
会
、
展
示
、
物
産
販
売
な
ど
が
行

わ
れ
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

■ 

式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
式
典
で
は
、
新
井

利
明
市
長
が
世
界
遺
産
登
録
の
喜
び
や
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
市
民
へ
の
感
謝
、
今
後
の
期

待
な
ど
を
述
べ
た
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
世
界

遺
産
登
録
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
山
社
関
連
児

童
絵
画
入
賞
者
（
市
文
化
協
会
主
催
＝
金
賞
６

人
、
銀
賞
11
人
、
銅
賞
26
人
の
計
43
人
）の
優

秀
賞
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
の
が
、２
部
構
成

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
第
１
部
の
テ
ー
マ

は
、「
世
界
の
た
か
ら
も
の
『
高
山
社
』
〜
記

憶
を
つ
な
ぐ
た
め
の
し
く
み
を
つ
く
ろ
う
！

〜
」。
県
立
女
子
大
准
教
授
の
新
井
小
枝
子
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
招
き
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー

は
養
蚕
農
家
の
酒
井
増
美
さ
ん
、高
山
社
跡
解

説
員
の
杢
師
昌
弘
さ
ん
、
美
土
里
小
学
校
教
頭

の
春
山
秀
幸
さ
ん
、
藤
岡
青
年
会
議
所
副
理
事

長
の
塚
本
浩
史
さ
ん
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、今
後
の
高
山
社
の
活
用
や
観
光
振
興
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
美
九
里
西
小
学
校
の
児
童
に
よ

る
「
高
山
社
学
発
表
会
」で
す
。児
童
た
ち
は
、

清
温
育
を
確
立
し
た
高
山
長
五
郎
の
功
績
を
手

作
り
の
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ
て
発
表
し
ま
し

た
。
来
場
者
は
児
童
た
ち
の
元
気
で
分
か
り
や

す
い
学
習
発
表
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
、

発
表
が
終
わ
る
や
否
や
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

■ 

児
童
絵
画
展

　

式
典
で
表
彰
さ
れ
た
高
山
社
関
連
児
童
絵

画
の
優
秀
作
品
が
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
を
彩
り

ま
し
た
。
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
が
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
、
ま
た
、
自
分
の
作
品
の
前
で
記
念
写

真
を
撮
る
児
童
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

■ 

演
奏
会

　

大
ホ
ー
ル
で
は
「
み
ら
い
の
丘　

秋
の
音
楽

祭
」と
題
し
た
演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
出

演
し
た
の
は
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
、
新
み
か
ぼ

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
、
藤
岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ

少
年
少
女
合
唱
団
で
、
美
し
い
音
色
、
か
わ
い

ら
し
い
歌
声
が
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

■ 

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

　

座
繰
り
や
機
織
り
の
展
示
・
実
演
、江
戸
期

三
井
越
後
屋
関
連
資
料
展
、諏
訪
神
社
宮
神
輿

展
示
、
そ
の
他
、
お
茶
席
や
ま
ゆ
ダ
ー
マ
ン
紙

芝
居
、
物
産
販
売
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
来
場

者
は
祝
賀
ム
ー
ド
を
満
喫
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

News 2014

News 2014

多くの人でにぎわった絵画展

シンポジウム「パネルディスカッション」

美九里西小の高山社学発表会

美しい音色とかわいい歌声が聴衆を魅了

ピエロのパフォーマンスに拍手

座繰りの実演

元気いっぱいの学習発表 新井市長から感謝状を贈呈 金賞を受賞した児童たち
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昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
４
月
、
１
町
４
村

が
合
併
し
、
藤
岡
市
が
誕
生
し
て
か
ら
60
周
年

を
迎
え
た
平
成
26
年
11
月
１
日
、藤
岡
市
制
施

行
60
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
み
か
ぼ
み
ら

い
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
姉
妹
都
市

で
あ
る
石
川
県
羽
咋
市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
や

招
待
者
ら
約
８
０
０
人
が
出
席
。
市
民
と
と
も

に
歩
い
た
藤
岡
市
の
60
年
間
に
感
謝
し
、
皆
で

祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、
藤

岡
市
の
歩
み
を
紹
介
す
る
映
像
放
映
。
藤
岡
の

緑
と
清
流
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、

市
制
施
行
か
ら
60
年
の
間
に
発
展
を
遂
げ
て

き
た
藤
岡
市
の
姿
を
映
像
で
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

国
歌
斉
唱
で
は
、開
場
中
に
も
軽
や
か
な
演

奏
で
来
場
者
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
東
中
学
校

吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
担
当
。
来
場
者
は
、
み
か

ぼ
合
唱
団
と
小
野
ふ
る
さ
と
コ
ー
ラ
ス
の
メ

ン
バ
ー
と
と
も
に
斉
唱
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

市
歌
合
唱
が
行
わ
れ
、「
手
と
手
を
結
び
未
来

を
創
ろ
う　

あ
あ
藤
岡
市　

わ
れ
ら
の
誇
り
」

と
い
う
大
き
な
歌
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　

新
井
利
明
市
長
は
式
辞
の
中
で
、「
地
域
社

会
が
輝
き
、
市
民
の
誰
も
が
喜
び
を
感
じ
て
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
市
民
と
市
政
が

一
緒
に
な
っ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
目
玉
と
な
っ
た
の
が
、
表
彰
で
す
。

新
井
市
長
か
ら
２
人
の
市
政
功
労
者
へ
功
労

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
政
に
貢
献

さ
れ
た
58
人
と
１
団
体
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
表
彰
さ
れ
た
方
へ

温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
が
、
鬼

石
三
杉
太
鼓
と
上
州
藤
岡
上
杉
管
領
太
鼓
に

よ
る
和
太
鼓
演
奏
で
す
。
鬼
石
三
杉
太
鼓
が
力

強
い
太
鼓
の
音
色
を
披
露
し
、上
杉
管
領
太
鼓

が
戦
国
時
代
の
合
戦
を
彷
彿
と
さ
せ
る
魅
力

的
な
演
奏
を
披
露
し
、
聴
衆
を
魅
了
。
60
周
年

を
記
念
す
る
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
典
の
締
め
く
く
り
は
、大
島
孝
夫
副
市
長

の
音
頭
で
行
わ
れ
た
万
歳
三
唱
で
す
。
喜
び
に

あ
ふ
れ
た
「
バ
ン
ザ
ー
イ
」の
掛
け
声
が
会
場

を
包
み
込
み
ま
し
た
。

市民とともに歩いた60年。
市民とともに進む、これから・未来！
藤岡市制施行60周年記念式典

News 2014

News 2014

鬼石三杉太鼓（右上・右下）

上州藤岡上杉管領太鼓（左上・左下）

感謝状を贈呈された皆さん

全員で「バンザーイ」

市政功労章を受章した宮下義男さん 市政功労章を受章した木村榮さん
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平
成
26
年
６
月
１
日
、チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
「
上
州
藤
岡
ラ
イ
ド
＆
ヒ
ル

（
通
称
フ
ジ
ヒ
ル
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長

距
離
を
走
る
「
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
」と
山
登
り
の

「
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、

今
回
で
３
回
目
の
実
施
。
県
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
３
６
５
人
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
た
ち
が
60
㎞

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
、
30
㎞
の
エ
ン
ジ
ョ
イ

コ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
挑
戦
し
、
藤
岡
の
自
然
を

満
喫
し
な
が
ら
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

と
く
に
、
60
㎞
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
は
、

山
あ
り
、
谷
あ
り
、
川
沿
い
に
伸
び
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
あ
り
、
標
高
差
４
４
３
ｍ
に
も

な
る
急
な
上
り
坂
あ
り
と
、
起
伏
に
富
ん
だ
タ

フ
な
コ
ー
ス
。
サ
イ
ク
リ
ス
ト
た
ち
は
、
最
高

気
温
が
30
℃
を
超
す
真
夏
日
に
も
め
げ
ず
、気

力
と
体
力
の
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
新
緑
の
中

を
疾
走
し
て
い
ま
し
た
。コ
ー
ス
上
に
設
け
ら

れ
た
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
藤
岡
産
の
キ
ュ
ウ

リ
や
ト
マ
ト
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

News 2014

News 2014

　

市
制
施
行
60
周
年
を
祝
う
花
火
大
会
が
平

成
26
年
８
月
23
日
、神
流
川
河
川
敷
で
開
か
れ

ま
し
た
。
藤
岡
市
と
し
て
は
５
年
ぶ
り
の
花
火

大
会
で
、
色
と
り
ど
り
の
花
火
約
１
万
発
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
藤
岡
の
夏
の
夜
空
に
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

会
場
の
神
流
川
河
川
敷
に
は
大
勢
の
人
が

集
ま
り
、
頭
上
に
迫
っ
て
く
る
よ
う
な
鮮
や
か

な
花
火
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
大
き
な
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
、「
わ
ぁ
ー
、
す

ご
い
」と
い
っ
た
声
や
拍
手
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。
60
周
年
を
記
念
し
た
美
し
い
花
火
大
会

は
、多
く
の
人
を
笑
顔
に
し
ま
し
た
。

５年ぶりの花火大会！
市制施行60周年を記念して

藤岡の夜空に
１万発の花火が輝く

News 2014

「フジヒル」にサイクリストが大集合！
市内を笑顔で疾走。

気力と体力の限界にチャレンジ



グラフふじおか　市制施行60周年記念号　1415　

　

平
成
26
年
10
月
26
日
、「
ふ
じ
お
か
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
４
」が
群
馬
医
療
福
祉
大
学
藤
岡

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
お
い
で

よ
！
ノ
ッ
テ
る 

藤
岡
に
」が
テ
ー
マ
の
同
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
市
内
の
産
業
が
集
結
し
た

「
産
業
博
」や
土
器
づ
く
り
体
験
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
司

会
は
よ
し
も
と
群
馬
住
み
ま
す
芸
人
と
し
て

活
動
し
て
い
る
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ア
ン
カ
ン

ミ
ン
カ
ン
」。
笑
い
を
交
え
な
が
ら
の
軽
快
な

進
行
の
も
と
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
Ｃ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
を
迎
え
る
Ｃ
ー
１
グ
ラ
ン

プ
リ
は
、
藤
岡
の
名
物
に
し
た
い
（
な
っ
て
ほ

し
い
）料
理
を
市
民
の
投
票
で
選
ぶ
と
い
う
も

の
。
市
内
か
ら
13
の
飲
食
店
が
自
慢
の
「
う

め
ー
も
ん
」を
引
っ
さ
げ
参
加
し
ま
し
た
。
販

売
ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
、
会
場
は
お
客
さ
ん
で

い
っ
ぱ
い
に
。
来
場
者
は
各
店
自
慢
の
う
め
ー

も
ん
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。一
般
投
票

の
結
果
、
柿
ノ
木
の
「
お
や
じ
の
ひ
れ
か
つ
」

が
第
４
回
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

たのしい・おいしい・フェスティバル！
笑顔がいっぱいの

ふじおかフェスタ2014！
約3,000人のランナーが力走！

藤岡路を駆け抜ける
上州藤岡蚕マラソン

News 2014

News 2014

　

朝
か
ら
さ
わ
や
か
に
晴
れ
た
平
成
26
年
11

月
30
日
、「
第
３
回
上
州
藤
岡
蚕
マ
ラ
ソ
ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

と
な
っ
た
の
は
、
陸
上
競
技
場
。
こ
こ
か
ら

ハ
ー
フ
、
10
㎞
、５
㎞
、３
㎞
、２
㎞
、１
㎞
の

コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
の
お
楽
し
み
は
、
総
合
運
動
公
園

内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。
藤
岡
市
の

Ｂ
級
グ
ル
メ
「
キ
ム
ト
マ
煮
込
み
う
ど
ん
」や

有
機
米
の
お
に
ぎ
り
、
藤
岡
産
の
豚
肉
を
使
っ

た
豚
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
大
抽
選
会
や
物
産
展
が

催
さ
れ
、イ
ベ
ン
ト
会
場
は
大
変
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

News 2014
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市民活動フェスティバル！
さまざまなボランティア活動を紹介！

12月１日は桜山まつりの日！
桜山に咲く冬桜の満開を祝福

健康と福祉について知る・学ぶ！
第20回健康福祉祭を開催

News 2014

News 2014 News 2014

　

平
成
26
年
10
月
12
日
、総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
い
い
な
!!
〜
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
日
ご
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
団
体
や
学
校

な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
交

流
を
深
め
よ
う
と
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、市
民
活
動
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
、体
験
コ
ー

ナ
ー
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
桜
山
ま
つ
り
」が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。冒
頭
で
、歌
手
の
湯
原
昌
幸
さ
ん
に
、引
き
続
き
藤
岡
市
観

光
大
使
を
お
願
い
す
る
委
嘱
状
が
新
井
利
明
市
長
よ
り
渡
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
湯
原
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
桜
山
に
湯
原
さ
ん
の

歌
声
が
響
き
渡
る
と
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
そ
の
歌
声
に
酔
い
し
れ
て
い
ま

し
た
。歌
謡
シ
ョ
ー
の
後
は
、お
待
ち
か
ね
の
と
っ
ち
ゃ
な
げ
汁
の
配
布
で

す
。あ
っ
た
か
い
汁
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、冷
え
切
っ
た
体
を
温
め
て
い

ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
祭
が
平
成
26
年
10
月
25
日
、
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
骨

密
度
や
体
力
測
定
が
で
き
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
高
齢
者
疑
似
体
験
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
体
験
や
展
示
を
通
し
て
、
健
康
や
福
祉
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
会
場
で
ひ
と
き
わ
人

を
集
め
た
の
が
、
歯
周
病
検
査
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に
先
着
１
０
０
人

と
い
う
定
員
に
達
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
、
同
年
４
月
、「
藤
岡

市
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、歯
と
口
の
健
康
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

座繰り、まゆクラフト、コマ回し…。
おもしろ遊びを堪能した「子どもまつり」News 2014

　

子
ど
も
が
主
役
の
「
子
ど
も
ま
つ
り
」が
平
成
26
年
12
月
６
日
、
市
民

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
、
座
繰
り
体
験
、

竹
と
ん
ぼ
作
り
、
コ
マ
や
皿
回
し
な
ど
の
伝
承
遊
び
の
体
験
、
ミ
ニ
電
車

な
ど
、
多
彩
な
コ
ー
ナ
ー
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
会
場
は
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
ひ
と
き
わ
人
気
を
博
し
た
の
が
、

歳
末
の
風
物
詩
・
も
ち
つ
き
大
会
で
す
。
杵
を
両
手
で
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
、順
番
に
も
ち
つ
き
を
体
験
。で
き
た
て
の
餅
は
、お
雑
煮
な
ど
で
振

る
舞
わ
れ
、来
場
者
は
つ
き
た
て
の
餅
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
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昨
年
は
、藤
岡
市
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
一

つ
の
節
目
の
年
で
し
た
。記
念
式
典
、花
火
大

会
な
ど
の
記
念
事
業
は
、市
民
や
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
に
実
施
委
員
会
を
つ
く
っ
て
も
ら
い

多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、ど
れ
も
大
成
功
で
し
た
。イ
ベ

ン
ト
は
行
政
だ
け
で
は
な
か
な
か
大
き
く
で

き
な
い
の
で
す
が
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間
を
通
し
て
、
60
年
の
間
に
先
人

が
築
か
れ
た
土
台
は
、や
は
り
大
き
い
も
の
が

あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
我
々
や
幅

広
い
市
民
の
力
で
、今
後
の
70
周
年
、
80
周
年

を
見
据
え
て
、藤
岡
を
ど
う
い
う
ま
ち
に
し
た

い
か
、
ど
う
あ
っ
た
ら
い
い
の
か
を
、し
っ
か

り
と
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て

思
っ
て
い
ま
す
。

◦
鬼
石
町
と
の
合
併
と
今
後
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
１
月
に
鬼
石
町
と
合
併
し
９
年

が
経
ち
ま
し
た
。今
年
は
鬼
石
総
合
支
所
を
建

て
替
え
ま
す
。住
民
の
皆
さ
ん
が
一
つ
の
と
こ

ろ
に
寄
っ
て
、色
々
な
こ
と
が
か
な
う
よ
う
に

集
会
も
で
き
る
、
行
政
機
能
、
公
民
館
機
能
、

防
災
機
能
も
備
え
た
施
設
と
な
り
ま
す
。近
く

に
情
報
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
か
ら
、施
設
を

集
約
し
て
地
域
が
ま
す
ま
す
活
性
化
し
、交
流

が
広
が
り
、市
民
と
行
政
が
よ
り
近
く
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◦
高
山
社
跡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
受
け
て

　

世
界
遺
産
を
保
有
す
る
こ
と
に
、ま
ず
市
民

全
員
が
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
高
山
社
跡
の
整
備
に
つ
い
て
は
、昔

の
姿
に
徐
々
に
戻
し
て
い
き
ま
す
。長
い
年
数

が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、見
学
者
に
は

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
様
子
も
見
て
い
た

だ
き
ま
す
。高
山
社
は
昔
の
農
家
で
す
か
ら
建

物
を
見
て
あ
ま
り
楽
し
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
養

蚕
教
育
、女
子
教
育
と
い
っ
た
も
の
を
し
っ
か

り
学
べ
る
よ
う
、体
験
館
を
は
じ
め
周
辺
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
が
、授
業

で
高
山
社
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。子
供
た
ち
に

は
、外
出
し
た
際
に
「
藤
岡
は
ど
ん
な
ま
ち
で

す
か
」と
聞
か
れ
た
ら
、「
高
山
社
と
い
う
世

界
遺
産
が
あ
る
ん
で
す
」と
、さ
ら
に
は
高
山

社
を
説
明
で
き
る
く
ら
い
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
前
、国
際

機
関
の
調
査
員
が
い
ら
し
た
際
に
、登
録
に
向

け
て
大
事
な
こ
と
は
「
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
方
々
の
熱
意
」だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
藤
岡
で
は
「
高
山
社
を
考
え
る
会
」と
い

う
組
織
が
あ
っ
て
、そ
こ
か
ら
企
業
や
団
体
に

認
知
度
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。市
民
と
行

政
と
が
一
つ
の
方
向
に
動
く
と
き
、相
当
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
の
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

◦
藤
岡
の
偉
人
に
つ
い
て

　

60
周
年
の
区
切
り
に
、藤
岡
の
偉
人
た
ち
に

光
を
当
て
た
事
業
を
行
い
ま
し
た
。だ
れ
も
が

知
っ
て
い
る
和
算
の
大
家
・
関
孝
和
翁
は
、和

算
と
い
う
大
変
難
し
い
も
の
を
江
戸
期
に
研

究
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。航

空
工
学
者
・
堀
越
二
郎
翁
も
し
か
り
で
、日
本

の
飛
行
機
の
発
展
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。現

代
に
置
き
換
え
て
も
偉
人
た
ち
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
多
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◦
群
馬
医
療
福
祉
大
学
の
誘
致
と

　
今
後
の
連
携
に
つ
い
て

　

大
学
の
誘
致
か
ら
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。看

護
学
部
の
卒
業
生
が
、藤
岡
総
合
病
院
を
は
じ

め
市
内
の
病
院
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の

中
に
は
県
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
も
い
て
、人
口

増
加
と
い
っ
た
大
き
な
課
題
に
も
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。大
学
は
知
的
財
産
を
多
く
保
有
し

て
い
ま
す
の
で
、教
授
や
学
生
さ
ん
と
、行
政

と
団
体
や
市
民
が
連
携
す
る
こ
と
で
、市
全
体

に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

◦
特
別
支
援
学
校
の
誘
致
に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
、県
立
特
別
支
援
学
校
の
誘
致
・

開
校
が
か
な
い
ま
し
た
。
私
は
市
長
就
任
以

来
、一
貫
し
て
障
が
い
者
問
題
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。県
に
学
校
の
開
設
を
お
願
い
す
る

原
動
力
は
、障
が
い
児
を
も
つ
お
母
さ
ん
方
の

熱
意
で
し
た
。そ
れ
ま
で
は
高
崎
市
内
の
学
校

へ
の
送
迎
だ
け
で
も
、多
く
の
労
力
と
時
間
が

か
か
っ
て
い
ま
し
た
。今
後
は
高
等
部
の
誘
致

に
取
り
組
み
ま
す
。「
困
っ
て
い
る
人
に
光
を

当
て
る
」こ
れ
は
私
の
信
条
で
す
。

◦
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
化
社
会
の

　
到
来
に
対
し
て

　

こ
れ
は
大
変
大
き
な
問
題
で
す
。そ
の
対
策

は
広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
が
、特
に
若
い
人
の

働
く
場
所
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
、地
方
は

ど
ん
ど
ん
人
口
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。高
校

を
卒
業
し
て
進
学
や
就
職
に
よ
り
県
外
に
出

て
行
か
れ
た
若
者
か
ら
、藤
岡
で
就
職
を
希
望

し
て
い
る
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。そ
の

度
に
「
働
く
場
所
を
確
保
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」と
強
く
思
い
ま
す
。企
業
誘
致
や

雇
用
創
出
の
た
め
の
施
策
は
こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。も
う
一

つ
は
健
康
で
す
ね
。高
齢
者
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
市
内
全
域
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、高
齢

者
に
は
や
は
り
元
気
で
い
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
教
育
、
雇
用
、
健
康
こ
れ
ら
の
問
題
が
上

手
く
一
緒
に
対
応
で
き
る
と
、そ
の
都
市
の
力

が
ぐ
っ
と
伸
び
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◦
東
日
本
大
震
災
と
大
雪
の
経
験
を
活
か
し
て

　

地
震
は
予
兆
も
無
く
突
然
訪
れ
ま
す
の
で
、

だ
れ
で
も
常
に
意
識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、昨
年
の
よ
う
な
大
雪
は

今
後
も
起
こ
り
う
る
と
思
い
ま
す
の
で
、そ
の

対
応
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
防
災
計
画
を
見
直

し
て
い
ま
す
。大
雪
で
一
番
困
る
の
は
道
路
の

除
雪
で
す
。昨
年
は
土
木
建
設
業
の
方
々
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
連

携
を
密
に
し
て
、い
ざ
と
い
う
時
に
は
早
期
に

取
り
掛
か
る
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。市
民
の
安
全
と
安
心
を
し
っ
か
り
と

確
保
す
る
こ
と
が
、行
政
の
最
重
要
課
題
で
す
。

◦
観
光
に
つ
い
て

　

高
山
社
跡
を
は
じ
め
桜
山
、ふ
じ
の
咲
く
丘

な
ど
市
内
の
観
光
地
は
、世
界
の
名
だ
た
る
観

光
地
と
は
違
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、継
続
し

て
お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
け
る
施
策
を
考

え
て
い
き
ま
す
。
誘
客
に
は
英
語
圏
や
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
に
も
目
を
向
け
て
い
き
た
い
で

す
。市
内
や
周
辺
の
観
光
施
設
を
周
遊
し
て
も

ら
う
仕
組
み
も
大
切
だ
と
考
え
、隣
接
す
る
神

川
町
と
の
連
携
も
進
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
が
新
橋
で
す
。観
光
連
携

の
ほ
か
藤
武
橋
の
渋
滞
緩
和
に
も
役
立
つ
と

考
え
て
い
ま
す
。今
年
は
関
係
す
る
市
町
で
期

成
同
盟
会
を
組
織
し
て
、国
や
県
と
話
し
合
う

体
制
を
整
え
ま
す
。大
き
な
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
の
で
、し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◦
公
立
藤
岡
総
合
病
院
の
統
合
に
つ
い
て

　

外
来
棟
と
入
院
棟
が
離
れ
た
場
所
に
あ
る

こ
と
に
よ
る
患
者
さ
ん
の
不
便
を
解
消
し
、医

師
や
看
護
師
さ
ん
の
働
き
や
す
い
環
境
も
つ

く
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
統
合
に
向
か
う
大
き

な
要
因
で
し
た
。財
政
的
に
厳
し
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、今
年
か
ら
建
設
工
事
に
入
り
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

◦
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　

最
近
、協
働
と
い
う
言
葉
が
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
行
政
の
中
に
出
て
き
ま
す
。昔
か
ら
行
政

と
市
民
、団
体
は
協
働
し
て
き
ま
し
た
が
、再

認
識
す
る
意
味
で
文
章
に
し
た
り
、具
体
的
に

協
働
し
た
り
し
て
い
ま
す
。藤
岡
の
市
民
は
温

か
い
気
持
ち
の
方
が
多
い
で
す
か
ら
、市
が
こ

う
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
ご
理

解
を
い
た
だ
い
て
、協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
が

行
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
こ
の

協
働
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
で
、住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
く
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

「市民とともに歩む
ふじおかの未来」

市長インタビュー
藤岡市長　新井利明

藤岡市は昨年、市制施行60周年を市民総出で祝いました。
昨年を振り返ると共に、藤岡市の現在、未来に向けた取り組
みを新井利明市長に聞きました。

ふじおかトーク

ふじおかトーク

「
市
制
施
行
60
周
年
を
振
り
返
っ
て
」

「
市
長
の
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

「
こ
の
10
年
間
を
振
り
返
っ
て
」

高山社学ふじの咲く丘

高齢者筋力トレーニング教室



春、らんまん。
まちが春色に染まる。

桜、藤、ツツジ、ポピー…。

可憐な春の花がバトンをつなぎ、春の花が次々と開花します。

ふじおかシーズン

Fujioka SeasonFujioka Season
ふじおかシーズン

夏、さわやか。緑が映える山々、涼をもたらす清流…。

美しく豊かな自然を満喫しながら散策を楽しむ季節です。

木々 を渡る風が気持ちいい。

グラフふじおか　市制施行60周年記念号　2021　



秋、いろづく。稲の絨毯、朱色に染まる秋の森…。

鮮やかに彩られる秋の風景が楽しめます。

Fujioka Season
ふじおかシーズン

秋色に染まる山々 。冬、ひんやり。肌を突き刺すような冷たい空気。

冬桜、雪化粧した御荷鉾山、春を待つシンビジウム…。

さまざまなカラーに染まります。

ふじおかシーズン

Fujioka Season

グラフふじおか　市制施行60周年記念号　2223　



～藤岡歴史人物ストーリー～

３つの物語

藤岡には、歴史に名を残した多くの偉人がいます。
ここでは、算聖と呼ばれる関孝和、桜山公園を造った飯塚志賀、
アニメ映画の公開で、一躍時の人となった堀越二郎をピックアップ。
時代もジャンルも異なる３人を３つの物語にして紹介します。

―
世
界
の
三
大
数
学
者
と
い
わ
れ
た
和
算
家
―

関
孝
和
物
語

　

上
毛
か
る
た
で
「
和
算
の
大
家
関
孝
和
」

と
詠
わ
れ
る
関
孝
和
は
、
江
戸
時
代
に
活
躍

し
た
和
算
家
（
数
学
者
）で
す
。
和
算
と
は
、

文
字
や
記
号
を
使
っ
て
計
算
す
る
、
日
本
独

自
の
数
学
の
こ
と
で
、孝
和
は
、独
自
の
記
号

法
（
傍
書
法
）を
開
発
。自
由
自
在
に
数
式
を

表
現
し
、
算
木
を
使
っ
て
高
次
方
程
式
を
解

く
天
元
術
に
改
良
を
加
え
た
点て
ん
ざ
ん
じ
ゅ
つ

竄
術
を
発
明

し
ま
し
た
。
こ
の
発
明
は
和
算
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

孝
和
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
に
藤
岡
の
武

士
の
家
に
生
ま
れ
た
（
江
戸
小
石
川
生
誕
説

も
あ
り
）と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。６
人
兄
弟
の

二
男
で
、
10
歳
の
と

き
、両
親
が
な
く
な

り
、関
家
の
養
子
と

な
り
ま
し
た
。
30
歳

の
こ
ろ
か
ら
、甲
府

の
徳
川
綱
重
、綱
豊

に
仕
え
、勘
定
所
の

事
務
一
切
を
検
査
す

る
勘
定
吟
味
役
を
務
め
ま
し
た
。そ
の
後
、主

君
の
綱
豊
が
六
代
将
軍
・
家
宣
に
な
っ
た
の

を
機
に
、江
戸
幕
府
に
仕
え
ま
し
た
。

　

数
学
の
研
究
に
生
涯
を
か
け
た
孝
和
は
、

宝
永
５
年
（
１
７
０
８
）10
月
24
日
、江
戸
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
円
周
率
や
球
の
体
積
の

計
算
方
法
を
導
き
出
し
た
孝
和
の
業
績
は
、

後
進
の
和
算
家
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
、

自
ら
を
「
関
流
」と
称
す
る
和
算
家
が
数
多

く
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
光
徳
寺
に
は
、
孝
和
の
お
墓
が
あ

り
ま
す
。
没
後
２
５
０
年
祭
の
昭
和
33
年
に

考
和
の
御
霊
を
迎
え
て
築
か
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、「
関
孝
和
先
生
顕
彰
全
日
本
珠
算
競
技

大
会
」な
ど
、
孝
和
を
顕
彰
す
る
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

―
冬
桜
の
咲
く
「
桜
山
公
園
」の
創
設
者
―

―
「
零
戦
」を
設
計
し
た
航
空
工
学
者
―

飯
塚
志
賀
物
語

堀
越
二
郎
物
語

　

桜
山
公
園
第
３
の
広
場
近
く
に
、
冬
桜
を

背
に
し
て
立
つ
、
和
服
姿
の
銅
像
が
あ
り
ま

す
。
美び
ぜ
ん髯

で
知
ら
れ
、「
三
波
川
将
軍
」の
愛

称
で
慕
わ
れ
た
、
元
三
波
川
村
長
の
飯
塚
志

賀
。冬
桜
の
咲
く
桜
山
公
園
の
創
設
者
で
す
。

　

志
賀
は
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）生
ま
れ
。

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）２
月
、父
の
後
を
継

ぎ
戸
長
と
な
り
、
同
年
８
月
三
波
川
村
長
に

就
任
。以
後
、村
長
と
し
て
35
年
間
、地
方
自

治
と
公
共
の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
桜
山
公
園
は
、春
は
桜
を
、秋
は
紅
葉
を
楽

し
め
る
村
民
の
憩
い
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
志
賀
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

明
治
41
年
（
１
９
０
８
）、国
有
地
で
あ
っ
た

山
林
原
野
を
買
い
取
り
、
１
０
０
０
本
の
ソ

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
「
風
立
ち
ぬ
」の

主
人
公
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
航
空
工
学
者
・

堀
越
二
郎
は
、明
治
36
年
６
月
、藤
岡
市
上
落

合
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
寺
子
屋
を
開
き
勉
強

を
教
え
て
い
た
祖
父
の
影
響
を
受
け
、
勉
学

に
励
む
少
年
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
藤
岡
中

学
校
に
入
学
し
て
か
ら
は
、成
績
は
抜
群
で
、

卒
業
よ
り
１
年
早
く
、
第
一
高
等
学
校
に
合

格
、そ
の
後
、東
京
帝
国
大
学
（
東
京
大
学
）

に
進
み
ま
し
た
。

　

大
学
で
航
空
学
を
学
ん
だ
二
郎
は
、
昭
和

２
年
、
三
菱
内
燃
機
株
式
会
社
（
三
菱
重
工

業
）に
入
社
。同
４
年
に
は
、欧
米
に
航
空
機

の
研
究
に
派
遣
さ
れ
、
入
社
５
年
目
の
29
歳

の
と
き
、
七
試
艦
上
戦
闘
機
の
設
計
を
担
当

し
ま
し
た
。

　

航
空
機
の
設
計
士
と
し
て
華
々
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
二
郎
の
名
を
確
固
た
る
も

メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
、

村
民
各
戸
で
持
ち

寄
っ
た
３
１
０
本

の
カ
エ
デ
を
植
栽

し
ま
し
た
。
植
え

付
け
は
、
村
民
総

出
で
参
加
。
山
頂

を
含
め
た
約
５
ha
の
地
は
、
村
民
の
手
で
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
に
よ
る
植
え
付
け
か

ら
３
～
４
年
が
経
っ
た
11
月
、
突
然
３
割
ほ

ど
の
桜
が
開
花
し
ま
し
た
。
購
入
し
た
苗
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
、
冬
に
咲
く
桜
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
村
民
の
驚
き
は
大
変
な

も
の
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）、志
賀
は
病
に
倒

れ
、こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
２
年

経
っ
た
同
14
年
（
１
９
２
５
）12
月
１
日
、村

民
が
一
戸
１
人
以
上
参
加
し
た
花
見
の
宴
が

開
か
れ
ま
し
た
。初
の
桜
山
ま
つ
り
で
す
。以

後
、
毎
年
12
月
１
日
に
桜
山
ま
つ
り
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。志
賀
の
銅
像
は
、冬
桜
を
愛
で

る
人
々
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
た
た
ず
ん
で

い
ま
す
。

の
に
し
た
の

は
、
昭
和
９

年
に
設
計
し
た
九
試
単
座
戦
闘
機
（
九
六
式

艦
上
戦
闘
機
）の
成
功
で
し
た
。抜
群
の
操
縦

安
定
性
を
誇
り
、
海
軍
の
主
力
戦
闘
機
と
な

り
ま
し
た
。

　

日
中
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
12
年
10
月
、

二
郎
は
戦
闘
機
の
開
発
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

条
件
は
、「
長
い
航
続
力
」「
時
速
５
０
０
㎞

以
上
の
高
速
」「
素
早
い
上
昇
力
」「
強
力
な

機
銃
装
備
」。こ
れ
ま
で
の
常
識
を
超
え
る
戦

闘
機
の
設
計
で
し
た
。
二
郎
は
主
任
設
計
技

師
と
し
て
若
手
28
人
で
編
成
し
た
精
鋭
チ
ー

ム
を
引
っ
張
り
、
い
く
つ
も
の
難
題
を
乗
り

越
え
、
昭
和
15
年
７
月
に
「
零
式
艦
上
戦
闘

機
（
通
称
・
零
戦
）」の
設
計
に
成
功
し
ま
し

た
。太
平
洋
戦
争
で
は
、ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
恐

怖
の
ゼ
ロ
・
フ
ァ
イ
タ
ー
と
恐
れ
ら
れ
、
日

本
人
の
飛
行
機
と
し
て
今
で
も
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

戦
後
は
、
国
産

初
の
旅
客
機
と
な
っ

た
「
Ｙ
Ｓ
ー
11
」

の
基
本
設
計
に
携

わ
り
ま
し
た
。

光徳寺にある分骨墓（右）市民
ホール前に建つ算聖之碑（上）

大正４年に撮影、志賀と三波川村の有志

関孝和先生顕彰全日本珠算競技大会

九試単座戦闘機

零式艦上戦闘機（零戦）

頌徳碑の除幕式と宴会場桜山の中腹に建つ銅像
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祇
園
祭
と
し
て
江
戸
時
代
後
期
に
始
ま
っ

た
、
歴
史
あ
る
夏
祭
り
で
す
。
地
区
ご
と
に
独

自
の
調
子
を
持
つ
お
囃
子
を
打
ち
回
し
な
が

ら
、
５
台
の
山
車
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

最
大
の
見
せ
場
は
、
坂
道
で
山
車
を
一
気
に
引

き
上
げ
る
「
新
田
坂
の
駆
け
上
が
り
」と
５
台

の
山
車
が
一
堂
に
会
す
る「
寄
り
合
い
」で
す
。

寄
り
合
い
で
は
、
各
町
内
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
お
囃
子
の
打
ち
回
し
の
後
、５
町
内
一
斉
の

乱
れ
打
ち
が
行
わ
れ
、
祭
り
の
盛
り
上
が
り
は

最
高
潮
を
迎
え
ま
す
。

　

７
月
下
旬
に
市
街
地
で
２
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
る
、
市
民
参
加
型
の
夏
祭
り
。
諏

訪
神
社
と
富
士
浅
間
神
社
の
歴
史
あ
る
祇
園

を
引
き
継
い
だ
「
宮
神
輿
渡
御
」や
市
民
パ

レ
ー
ド
、
子
ど
も
み
こ
し
、
飛
び
入
り
参
加
も

可
能
な
藤
岡
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
「
ダ
ン
ス

Fujioka

ウ
ー
ハ
ッ
！
」な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
、
日
が

暮
れ
て
か
ら
盛
り
上
が
る
大
人
み
こ
し
、
祇
園

山
車
行
進
で
は
、み
こ
し
担
ぎ
の
威
勢
の
い
い

掛
け
声
や
祭
り
囃
子
が
響
き
渡
り
、
藤
岡
の
街

は
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
な
り
ま
す
。

藤
岡
ま
つ
り

鬼
石
夏
祭
り

先
人
か
ら
受
け
継
ぐ
伝
統
と
熱
き
魂

歴
史
や
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
て
き
た
藤
岡
市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
は
じ
け
る
夏
祭
り
や
獅
子
舞
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

人
か
ら
人
へ
と
つ
な
が
れ
て
き
た
、
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
熱
き
心
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。
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　天保14（1843）年に始められたと伝わるもので、地域の住民でつくる妹ヶ谷不動尊獅子舞保存会が伝承。３頭の獅子
のほかに、道化役がいるのが特徴です。

　三嶋神社の秋季例大祭の前夜祭として、本社（下ノ宮）と別殿（上ノ宮）との間を神輿が渡御する伝統行事。花火が
打ち上げられ、多くの参拝客でにぎわいます。

　五穀豊穣、天下太平を願った秋祭りで、獅子舞や流鏑馬、花馬が奉納されます。流鏑馬では、参道に設けられた約
160ｍの馬場を騎射しながら駆け抜けます。

　第二次大戦後、途絶えていた御
荷鉾山不動尊の獅子舞は、三波川
西小学校の職員による郷土芸能の
教材化により掘り起こされ、同小

児童たちにより復活しました。「獅子舞は地域の輪そ
のものだった」と飯塚さんは振り返ります。３頭の獅
子に驚いて泣く子どももいたり、ひょっとこのユーモ
アたっぷりの振る舞いに皆で大笑いしたり、獅子舞を
中心に地域の輪が育まれ、絆を深めてきた歴史があり
ました。「御荷鉾山不動尊の世話人として、12年間尽

　三嶋神社は４代平井城主・上杉
顕定が、伊豆三嶋大社から分祀し、
平井城の氏神として祭ったと伝え
られている歴史ある神社です。神

社のまつりごとを仕切るのが、総代をはじめとした世
話人たちで、平成26年の年中行事を仕切ったのが第
80代総代の折茂さんです。「今年の夜祭りも良かった
よと声をかけてもらえてほっとした。歴代の総代たち
がやってきた最低限のことはできたかな」と肩の荷を
下ろします。その折茂さんからバトンを渡された金澤

　本郷・根岸の人たちは、土師神
社の春祭りには下郷が太々神楽
を、秋祭りには寺山が獅子舞を、
花馬・流鏑馬は行政区の持ち回り

で継承してきました。花馬・流鏑馬で登場する馬は、
当番区内の農家で飼われていた農耕馬。射手も当番区
内の住民が担当していました。ところが、昭和35年、
農作業の機械化とともに、農耕馬が姿を消し、花馬・
流鏑馬の中断を余儀なくされました。
　「花馬・流鏑馬の復活を」との声はあちらこちらで

力しました。世話人の座を後進に譲った現在は、『獅子
舞を含めた不動尊の歴史を一冊の本にまとめてほし
い』との地域の声に応え、東奔西走する毎日です。歴
史を調べていくうちに、地域の輪の象徴である獅子舞
の火を消してはいけないという気持ちがますます強く
なった」という飯塚さん。獅子舞と不動尊の歴史をま
とめることによって、地域の文化財を再認識してもら
い、獅子舞を後世に残していきたい。その思いがふく
らんでいます。

さんは、第81代総代として、平成27年の年中行事を
仕切ります。
　三嶋様の夜祭りで打ち上げられる花火は、地元の人
の寄付でまかなわれています。歴史ある祭りと神社を
支えているのは、地元の人の「三嶋様のためなら」と
いう思いです。「その思いがあるからこそ、自然と継承
につながっている」と二人は声をそろえます。「広報
活動にも力を入れて、夜祭りをもっと多くの人に知っ
てもらい、にぎやかな祭りにしたい」と金澤さんは話
しています。

聞こえましたが、馬の手配がかなわず、なかなか実現
に至りませんでした。ようやく復活に至ったのが平成
14年。花馬を実施しました。翌15年には流鏑馬も。
以来、地元有志で結成した本郷根岸花馬保存会が中心
となり、継承しています。「かつての花馬・流鏑馬のよ
うに、地元の馬、地元の騎手による花馬・流鏑馬が開
催できたら理想的」と語る青木さん。その理想に少し
でも近づけるよう、この伝統文化を継承し、多くの人
に知ってもらうことに全力を注いでいます。

御荷鉾山不動尊の獅子舞

三嶋様の夜祭り

土師神社の秋祭り

獅子舞を後世に残していきたい

「三嶋様のためなら」という思いに支えられて

花馬・流鏑馬の復活から継承へ
妹ヶ谷不動尊獅子舞保存会　飯塚　暹さん

三嶋神社世話人　第80代総代　折茂 秀治さん
　　　　　　　　第81代総代　金澤 甲さん

本郷根岸 花馬保存会　会長　青木 由行さん

御荷鉾山不動尊の
獅子舞

三嶋様の夜祭り

土師神社の秋祭り
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31　 グラフ藤岡　市制施行60周年記念号　30

七夕まつり（昭和41年） 養蚕風景（昭和43年頃） 諏訪神社神輿（昭和33年）

４丁目（昭和31年）

藤岡まつり商店街大売り出し
パレード（昭和31年）土師神社奉納相撲（昭和49年）

全国自転車安全乗り方コンクール全国大会
藤岡第一小優勝（昭和45年）

藤岡市役所（昭和43年）
三名湖（昭和37年頃）

達磨窯（昭和35年頃）

消防団火災演習（昭和33年）

群馬藤岡駅（昭和32年）

29
年
４
月　
　
●
藤
岡
市
制
施
行
（
藤
岡
町
・
神
流
村
・
小
野
村
・
美
土
里
村
・

	

美
九
里
村
合
併
）
人
口
３
３
，
８
７
９
人　

　
　
　
　
　
　
●
藤
岡
市
消
防
組
発
足

　
　
５
月　
　
●
初
代
市
長
に
福
島
元
助
氏
就
任

30
年
３
月　
　
●
平
井
村
・
日
野
村
編
入
合
併
、
人
口
４
３
，
４
７
５
人

　
　
　
　
　
　
●
公
選
第
１
回
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
７
月　
　
●
多
野
藤
岡
医
療
事
務
市
町
村
組
合
設
立

32
年
６
月　
　
●
「
藤
岡
町
史
」
を
刊
行

　
　
10
月　
　
●
藤
岡
市
消
防
団
常
備
消
防
部
発
足

34
年
４
月　
　
●
藤
武
橋
完
成

35
年
５
月　
　
●
緑
埜
橋
完
成

36
年
２
月　
　
●
北
藤
岡
駅
開
業

　
　
４
月　
　
●
多
野
藤
岡
伝
染
病
隔
離
病
舎
（
現
公
立
藤
岡
総
合
病
院
）
開
設

37
年
５
月　
　
●
第
二
代
市
長
に
荻
原
俊
氏
就
任

　
　
６
月　
　
●
藤
岡
・
新
町
・
吉
井
・
鬼
石
環
境
衛
生
組
合
設
立

　
　
８
月　
　
●
水
宮
神
社
大
ケ
ヤ
キ
を
県
天
然
記
念
物
に
指
定

38
年
２
月　
　
●
藤
岡
市
・
新
町
ガ
ス
企
業
団
設
立

　
　
７
月　
　
●
ご
み
収
集
を
無
料
化

39
年
４
月　
　
●
し
尿
処
理
場
操
業
開
始

　
　
８
月　
　
●
市
民
プ
ー
ル
開
場

　
　
12
月　
　
●
消
防
署
、
救
急
業
務
開
始

40
年
３
月　
　
●
藤
岡
と
新
町
を
結
ぶ
産
業
道
路
完
成

　
　
12
月　
　
●
国
道
17
号
バ
イ
パ
ス
開
通

41
年
５
月　
　
●
三
本
木
清
掃
工
場
稼
働

42
年
10
月　
　
●
市
役
所
新
庁
舎
完
成
、
新
庁
舎
へ
移
転
、
市
役
所
業
務
新
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
に
て
開
始

　
　
12
月　
　
●
市
立
図
書
館
開
館

43
年
３
月　
　
●
岡
之
郷
・
立
石
新
田
簡
易
水
道
完
成

44
年
６
月　
　
●
交
通
指
導
員
制
度
創
設　
指
導
員
35
名
任
命

45
年
５
月　
　
●
第
三
代
市
長
に
神
田
岸
生
氏
就
任

　
　
８
月　
　
●
自
転
車
安
全
乗
り
方
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
藤
岡
第
一
小

　
　
　
　
　
　
　
が
優
勝

46
年
３
月　
　
●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
４
月　
　
●
中
学
校
統
合
に
よ
り
南
中
学
校
創
立

47
年
４
月　
　
●
市
民
体
育
館
完
成

　
　
８
月　
　
●
多
野
藤
岡
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
誕
生

48
年
４
月　
　
●
武
道
館
設
置

　
　
　
　
　
　
●
広
域
圏
常
備
消
防
本
部
発
足

　
　
８
月　
　
●
伊
勢
塚
古
墳
県
指
定
史
跡
と
な
る

49
年
４
月　
　
●
統
合
西
中
学
校
創
立

　
　
５
月　
　
●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
完
成

　
　
10
月　
　
●
市
民
憲
章
制
定

　
　
12
月　
　
●
元
横
綱
琴
桜
一
行
土
師
の
辻
に
て
奉
納
相
撲
披
露

50
年
４
月　
　
●
庚
申
山
総
合
公
園
オ
ー
プ
ン

　
　
６
月　
　
●
上
日
野
赤
久
縄
山
珍
獣
「
ヤ
マ
ネ
」
国
指
定
天
然
記
念
物

　
　
　
　
　
　
　
と
な
る

　
　
12
月　
　
●
市
の
人
口
５
万
人
突
破

51
年
４
月　
　
●
統
合
東
中
学
校
・
北
中
学
校
創
立

　
　
11
月　
　
●
火
葬
場
（
偕
同
苑
）
完
成

52
年
４
月　
　
●
藤
岡
市
郷
土
資
料
館
設
置

　
　
　
　
　
　
●
女
性
交
通
指
導
員
誕
生

53
年
２
月　
　
●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

　
　
４
月　
　
●
市
役
所
東
庁
舎
完
成

　
　
５
月　
　
●
第
四
代
市
長
に
吉
野
益
氏
就
任

54
年
４
月　
　
●
城
山
サ
ッ
カ
ー
場
（
現
中
央
公
園
）
オ
ー
プ
ン

平成26年に市制施行60周年という記念すべき年を迎えた藤岡市。
60年のあゆみを年表と写真で振り返ります。

昭和29年

60年のあゆみ
昭和

昭和54年

昭和29年→昭和54年



55
年
７
月　
　
●
臨
海
学
校
開
所
（
新
潟
県
石
地
海
岸
に
広
域
圏
事
業
と
し

　
　
　
　
　
　
　
て
設
置
）

　
　
　
　
　
　
●
関
越
自
動
車
道
藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
業

57
年
３
月　
　
●
勤
労
者
体
育
館
完
成

　
　
　
　
　
　
●
市
旗
を
制
定

　
　
５
月　
　
●
烏
川
運
動
公
園
広
場
オ
ー
プ
ン

　
　
７
月　
　
●
市
歌
を
制
定

　
　
12
月　
　
●
鏑
川
橋
完
成
開
通

58
年
３
月　
　
●
上
水
道
浄
水
場
完
成

　
　
10
月　
　
●
あ
か
ぎ
国
体
サ
ッ
カ
ー
競
技
開
催

59
年
４
月　
　
●
小
野
中
学
校
創
立

60
年
８
月　
　
●
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故

　
　
９
月　
　
●
非
核
平
和
都
市
宣
言

61
年
２
月　
　
●
清
掃
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
３
月　
　
●
国
道
２
５
４
号
線
藤
岡
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　
　
　
　
　
●
石
川
県
羽
咋
市
と
姉
妹
都
市
提
携

62
年
７
月　
　
●
市
民
ホ
ー
ル
完
成

　
　
10
月　
　
●
公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

63
年
１
月　
　
●
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
３
月　
　
●
市
民
体
育
館
完
成

　
　
５
月　
　
●
皇
子
塚
古
墳
か
ら
金
鋼
製
環
頭
太
刀
の
柄
頭
が
出
土

　
　
９
月　
　
●
前
橋
・
長
瀞
線
藤
岡
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　
12
月　
　
●
市
の
人
口
６
万
人
突
破

元
年
１
月　
　
●
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

２
年
５
月　
　
●
二
千
階
段
完
成
（
高
山
・
印
地
地
区
）

　
　
６
月　
　
●
七
興
山
古
墳
で
３
つ
目
の
堀
見
つ
か
る

　
　
10
月　
　
●
新
図
書
館
オ
ー
プ
ン

３
年
５
月　
　
●
藤
岡
市
民
球
場
オ
ー
プ
ン

４
年
６
月　
　
●
陸
上
競
技
場
完
成

５
年
３
月　
　
●
上
信
越
自
動
車
道
開
通

　
　
　
　
　
　
●
平
井
一
号
墳
が
県
史
跡
と
な
る

　
　
７
月　
　
●
土
と
火
の
里
公
園
オ
ー
プ
ン

６
年
４
月　
　
●
弓
道
場
完
成

　
　
５
月　
　
●
第
五
代
市
長
に
塚
本
昭
次
氏
就
任

　
　
12
月　
　
●
藤
岡
市
ふ
れ
あ
い
健
康
福
祉
都
市
宣
言

７
年
２
月　
　
●
み
か
ぼ
み
ら
い
館
オ
ー
プ
ン

　
　
４
月　
　
●
ふ
じ
ふ
れ
あ
い
館
オ
ー
プ
ン

9
年
８
月　
　
●
子
供
た
ち
を
守
る
「
あ
ん
し
ん
の
家
」
設
置

　
　
10
月　
　
●
市
内
全
域
で
資
源
ゴ
ミ
分
別
回
収
開
始

11
年
２
月　
　
●
藤
岡
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言

　
　
３
月　
　
●
平
井
城
・
金
山
城
跡
県
指
定
史
跡
と
な
る

　
　
４
月　
　
●
藤
岡
中
央
児
童
館
オ
ー
プ
ン

12
年
４
月　
　
●
「
ら
ら
ん
藤
岡
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
●
中
国
江
蘇
省
江
陰
市
と
友
好
都
市
締
結

13
年
４
月　
　
●
美
九
里
・
日
野
公
民
館
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
　
　
　
　
●
6
歳
未
満
児
ま
で
の
医
療
費
全
診
療
費
無
料
化

14
年
５
月　
　
●
第
六
代
市
長
に
新
井
利
明
氏
就
任

　
　
７
月　
　
●
市
民
プ
ー
ル
「
み
ず
と
ぴ
あ
藤
岡
」
オ
ー
プ
ン

15
年
４
月　
　
●
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
「
も
く
せ
い
」
開
所

16
年
７
月　
　
●
「
埋
蔵
文
化
財
収
蔵
庫
」
オ
ー
プ
ン

　
　
11
月　
　
●
藤
岡
市
と
鬼
石
町
の
合
併
協
定
調
印
式

　
　
12
月　
　
●
「
藤
岡
市
子
ど
も
憲
章
」
制
定

17
年
４
月　
　
●
障
害
児
学
童
保
育
所
「
ふ
ら
っ
と
」
オ
ー
プ
ン

グラフふじおか　市制施行60周年記念号　3233　

昭和55年

60年のあゆみ
昭和63年平成元年

平成17年

昭和55年→平成17年

平成

関越自動車道歩け歩け大会（昭和55年）

みらい藤岡子ども議会（平成13年） ららん藤岡オープン（平成12年）

友好都市調印式（平成12年）

あかぎ国体聖火リレー（昭和58年）

市制施行50周年イベント（平成16年）

合併協定調印式（平成16年）

全国太鼓フェスティバル（平成13年）

みずとぴあ藤岡10万人記念
（平成15年）

上信越自動車道開通記念フェスティバル
（平成５年）

巨大壁画描初式（平成２年）

上信越自動車道落書き大会（平成４年）

前橋・長瀞線藤岡バイパス
開通（昭和63年）



18
年
１
月　
　
●
新
「
藤
岡
市
」
の
誕
生　
新
生
「
藤
岡
市
」
発
足
式

　
　
　
　
　
　
●
本
庁
、
鬼
石
総
合
支
所
開
所
式

　
　
２
月　
　
●
藤
岡
市
・
鬼
石
町
合
併
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
●
第
１
回
藤
岡
市
鬼
石
地
域
審
議
会
開
催

　
　
４
月　
　
●
蛇
喰
渓
谷
整
備
完
成

　
　
９
月　
　
●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
公
開
録
画

　
　
10
月　
　
●
藤
岡
市
総
合
運
動
公
園
拡
張

　
　
　
　
　
　
●
湯
原
昌
幸
さ
ん
を
観
光
大
使
に
委
嘱

　
　
11
月　
　
●
行
政
改
革
大
綱
・
行
政
改
革
推
進
計
画
策
定

　
　
　
　
　
　
●
ふ
じ
お
か
教
育
の
日
制
定

19
年
１
月　
　
●
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
（
高
山
社
跡
）
が
世
界
遺
産

　
　
　
　
　
　
　
国
内
候
補
地
に
選
定

　
　
３
月　
　
●
県
立
藤
岡
高
等
学
校
、
県
立
藤
岡
女
子
高
等
学
校
閉
校

　
　
　
　
　
　
●
中
山
秀
征
さ
ん
を
観
光
大
使
に
委
嘱

　
　
6
月　
　
●
新
上
落
合
樋
管
完
成

　
　
８
月　
　
●
三
波
石
峡
文
化
財
指
定
50
周
年
記
念

20
年
３
月　
　
●
長
瀞
線
バ
イ
パ
ス
「
上
大
塚
～
鮎
川
間
」
暫
定
開
通

　
　
　
　
　
　
●
第
４
次
藤
岡
市
総
合
計
画
を
策
定

　
　
10
月　
　
●
三
波
川
地
区
に
小
型
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
開
始

　
　
12
月　
　
●
桜
山
公
園
１
０
０
周
年
記
念
式
典

21
年
７
月　
　
●
毛
野
国
白
石
丘
陵
公
園
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
●
「
高
山
社
跡
」
国
史
跡
指
定
と
な
る

　
　
８
月　
　
●
市
制
55
周
年
記
念　
花
火
大
会

　
　
10
月　
　
●
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
「
矢
場
～
鬼
石
間
」
全
面
開
通

　
　
　
　
　
　
●
高
齢
者
自
立
セ
ン
タ
ー
鬼
石
オ
ー
プ
ン

22
年
３
月　
　
●
小
林
立
石
線
「
小
林
～
下
栗
須
間
」
暫
定
開
通

　
　
４
月　
　
●
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

グラフふじおか　市制施行60周年記念号　3435　

60年のあゆみ
平成18年

平成22年

平成18年→平成22年

新
生
「
藤
岡
市
」、
誕
生
。

 

平
成
18
年
１
月
１
日
、

歩
み
始
め
た
新
し
い
「
藤
岡
市
」

　

地
方
分
権
型
の
地
域
経
営
確
立
が
迫
ら
れ
る
中
、
多
野
藤
岡
地
域
の

将
来
を
見
据
え
、
ま
た
市
町
村
合
併
特
例
法
期
限
内
の
合
併
を
目
指
す

た
め
、
平
成
16
年
７
月
、「
藤
岡
市
・
鬼
石
町
合
併
協
議
会
」が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
年
11
月
25
日
ま
で
に
６
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
合
併
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
26
の
協
議
項
目
お
よ
び
22
の

事
務
事
業
に
つ
い
て
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
新
井
利
明

藤
岡
市
長
と
関
口
茂
樹
鬼
石
町
長
は
合
併
協
定
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
18
年
１
月
１
日
、
藤
岡
市
と
鬼
石
町
の
合
併
が
成
立

し
、新
し
い
藤
岡
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
際
し
て
は
、
10
年
後
の
平
成
27
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
新
市
建
設
計
画
が
立
て
ら
れ
、
新
市
の
速
や
か
な
一
体
化

を
促
進
し
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

の
方
策
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新生「藤岡市」発足式

湯原昌幸さんを観光大使に委嘱
（写真は平成19年ふじまつり） ＮＨＫのど自慢公開録画（平成18年）

鬼恋節分祭（平成18年）

鬼石総合支所開所式

市制施行55周年
記念花火大会
（平成21年）

桜山公園100周年記念式典（平成20年）

中山秀征さんを観光大使に委嘱
（平成19年）

ふるさと農道「矢場～鬼石間」
全面開通（平成21年）



グラフふじおか　市制施行60周年記念号　3637　

藤岡まつりに群馬医療福祉大学学生参加（平成22年）

高山社跡が世界文化遺産へ（平成26年） 第１回上州藤岡蚕マラソン（平成25年）
第１回チャレンジサイクリング
フェスタ（平成24年）

平成22年

平成26年

60年のあゆみ
平成22年→平成26年

22
年
４
月　
　
●
群
馬
医
療
福
祉
大
学
看
護
部
開
学

　
　
５
月　
　
●
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
ら
」
オ
ー
プ
ン

　
　
６
月　
　
●
藤
岡
防
犯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
●
中
国
江
陰
市
と
の
友
好
都
市
10
周
年

　
　
７
月　
　
●
か
ん
な
川
水
辺
の
楽
校
完
成

　
　
10
月　
　
●
保
美
憩
い
の
広
場
オ
ー
プ
ン

23
年
３
月　
　
●
東
日
本
大
震
災
発
生　
市
内
で
も
被
害

　
　
４
月　
　
●
行
政
区
設
置
改
正
（
93
区
→
80
区
）

24
年
４
月　
　
●
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
化

　
　
５
月　
　
●
第
１
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　

in FU
JIO

KA

　
　
６
月　
　
●
前
橋
長
瀞
バ
イ
パ
ス
藤
岡
工
区
（
国
道
２
５
４
号
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
南
側
に
８
５
０
m
）
開
通

　
　
７
月　
　
●
新
潟
県
上
越
市
と
集
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
都
市
協
定
を
締
結

　
　
　
　
　
　
●
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
（
高
山
社
跡
）
世
界
遺
産

　
　
　
　
　
　
　
推
薦
候
補
入
り

　
　
８
月　
　
●
景
観
行
政
団
体
に
移
行

　
　
10
月　
　
●
「
市
内
循
環
線
」「
三
ツ
木
～
高
山
線
」
10
人
乗
り
小
型
車
両

　
　
　
　
　
　
　

  
で
運
行
開
始

25
年
１
月　
　
●
第
１
回
上
州
藤
岡
蚕
マ
ラ
ソ
ン

　
　
３
月　
　
●
北
部
環
状
線
「
小
林
交
差
点
～
笹
川
間
」
暫
定
開
通

　
　
６
月　
　
●
会
遊
亭
オ
ー
プ
ン

　
　
10
月　
　
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
市
議
会
録
画
配
信
開
始

26
年
２
月　
　
●
看
護
師
育
成
奨
学
金
制
度
を
開
始

　
　
　
　
　
　
●
大
雪
に
よ
り
家
屋
や
農
業
施
設
に
大
被
害

　
　
４
月　
　
●
県
立
み
や
ま
養
護
学
校
藤
岡
分
校
開
校

　
　
　
　
　
　
●
情
報
セ
ン
タ
ー
お
に
し
オ
ー
プ
ン

　
　
６
月　
　
●
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
（
高
山
社
跡
）
が
世
界
文
化

　
　
　
　
　
　
　
遺
産
登
録

　
　
８
月　
　
●
市
政
60
周
年
記
念　
花
火
大
会



グ
ラ
フ
ふ
じ
お
か
（
市
制
施
行
60
周
年
記
念
）

平
成
27
年
３
月
発
行
　
　
　
企
画
・
編
集
■
藤
岡
市
　
〒
３
７
５
ー
８
６
０
１
　
藤
岡
市
中
栗
須
３
２
７
　
電
話
０
２
７
４

－

２
２

－

１
２
１
１
　
制
作
・
印
刷
■
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
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